
社協だより ５号 平成２６年３月１日 

 県内初の取り組みとなる「自立相談支援センター（あすたねっと）」を開設してから４ヶ月。 

 相談件数は、現在72件にのぼります。社協では、生活のしづらさを抱える方々の自立促進を支援す

るため、全国の地域福祉を先駆的に牽引してきた日本地域福祉研究所とアドバイザー契約し、生活課

題の解決方法と相談窓口となる職員のスキルアップをご指導いただいています。  

 今回は、同研究所の國光登志子先生を迎え、あすたねっと・介護事業課・しおや保育所で事例検討

会を行いました。 

 

今
回
の
研
修
で
は
、
様
々
な
視

点
か
ら
困
難
事
例
を
検
討
す
る
こ

と
で
、
そ
の
人
の
人
間
性
や
強
み

に
つ
い
て
理
解
し
、
そ
の
上
で
、

具
体
的
に
何
が
で
き
る
か
と
い
う

こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
今
ま
で
の
人
生
と

様
々
な
人
と
の
関
わ
り
合
い
の
中

で
、
そ
の
人
が
あ
る
の
だ
と
い
う

こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。 

 

一
人
の
方
と
深
く
向
き
合
え
る

よ
う
、
で
き
る
こ
と
か
ら
コ
ツ
コ

ツ
と
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

  

研
修
を
終
え
て
… 

  

生
活
困
窮
の
問
題
は
、
あ
す
た

ね
っ
と
だ
け
で
な
く
、
介
護
事
業

課
や
保
育
所
で
の
困
難
事
例
の
中

に
も
あ
り
、
そ
の
根
本
的
な
解
決

に
は
、
社
協
全
体
で
の
問
題
の
共

有
化
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
部

署
が
違
う
た
め
、
な
か
な
か
共
有

し
づ
ら
い
と
い
う
現
状
で
し
た
。 

 

今
回
の
研
修
で
は
、
問
題
を
共

有
す
る
前
段
階
と
し
て
、
今
ま
で

の
事
例
の
中
か
ら
、
さ
ら
に
一
歩

深
め
る
必
要
の
あ
る
ケ
ー
ス
が
ど

こ
で
止
ま
っ
て
い
る
の
か
を
、
各

部
署
で
検
討
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
支
援
に
は
、
問
題
の
分

析
が
重
要
で
す
。
今
後
の
研
修
を

通
し
て
、
相
談
者
一
人
ひ
と
り
に

真
に
何
が
必
要
で
あ
る
か
を
見
極

め
る
分
析
力
を
高
め
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。 

國
光
先
生
の
お
言
葉 

 

 講師を迎え職員研修、助言を得て実践へ活かす 

介
護
事
業
課 

安
藤
小
織 

支援プラン作成の

ため、困難事例へ
のアプローチの方

法を、アドバイザ

ーから学ぶ。 

あすたねっと 
勉強会 

行政・福祉施設・NPO

法人などの関係機関

と、どのような支援

が可能であるか協議

し、支援プランの決

定をする。 

支援調整会議 

生活困窮脱

却に向けた

支援の開始 

出口 

相談者と面接を

重ね、生活課題

の評価・分析を

行うことでニー

ズを把握。 

あすたねっと 

週に一度、局長

・課長・センタ

ー長が集まり、

情報を共有し事

例を検討。 

社協内での 
情報共有 

相

談 

入口 

しおや保育所 

介護・保育の現場から持ち寄った

困難事例から支援や見守りの仕方

を学ぶ。福祉課題を発見する力を

養うことで、生活困窮家庭の早期

把握に繋げる。 

介護事業課 

発  行 丸亀市社会福祉協議会 

編  集 尾﨑・宮内 

電 話 ２２－５７００ 
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ホームページ 
http://www.marugame-shakyo.or.jp/ 

丸
亀
市
社
会
福
祉
協
議
会 

 
 
 

事 

務 

局 
通 
信 

しおや保育所での職員研修の様子（写真左：日本地域福祉研究所  國光 登志子先生） 

職員の総力を挙げて生活困窮者支援に取り組む 



社協だより ５号 平成２６年３月１日 

 5 (水) 9：30～ 民児協定例会（ひまわりセンター） 

9：00～ ★法律相談（ひまわりセンター） 

11(火)  10：30～ 

 12：00 

見守りネット講演会          
（生涯学習センター３階ホール） 

12(水) 
9：00～ 

9：30～ 

★介護相談（飯山総合保健福祉センター） 

主任児童員定例会（ひまわりセンター） 

13(木) 9：00～ ★法律相談（飯山総合保健福祉センター） 

16(日) 9：30～ おやこカフェ（ひまわりセンター） 

19(水) 9：00～ ★法律相談（綾歌保健福祉センター） 

25(火) 9：00～ ★司法書士相談（ひまわりセンター） 

 

３
月 

行
事
予
定 

★
印
の
相
談
は
、
予
約
が
必
要
で
す
。 

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
実
態
調
査 

 

2
月
13
日
（
木
）
、
郡
家
地

区
で
行
わ
れ
た
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
実
態
調
査
に
同
行
し
ま
し

た
。
社
協
で
は
、
民
生
委
員
に

協
力
を
お
願
い
し
、
65
歳
以
上

の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方

を
対
象
に
、
年
2
回
実
態
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

福
祉
に
関
す
る
一
つ
一
つ
の
書
類
を 

丁
寧
に
説
明
す
る 

郡家地区民生委員 

横井邦彦会長 

横井会長の話に真剣に耳を傾ける 

 

訪
問
に
あ
た
っ
て
、
社
協
が

行
う
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
を

提
供
し
た
り
、
悩
み
事
は
な
い

か
聞
い
た
り
す
る
こ
と
で
、
地

域
の
ニ
ー
ズ
を
聞
き
取
る
機
会

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

郡
家
地
区
の
対
象
者
は
１
６

０
～
１
７
０
名
ほ
ど
お
り
、
横

井
会
長
は
17
名
の
高
齢
者
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
70
歳

以
上
の
高
齢
者
に
は
毎
月
訪
問

し
、
誕
生
日
に
は
花
鉢
や
幼
稚

園
児
か
ら
の
手
紙
を
届
け
る
こ 

福
祉
マ
マ
、
萬
象
園
を
訪
問 

 

2

月

13

日
（
木
）
、
福
祉

マ
マ
22
名
が
、
萬
象
園
（
川
西

北
）
の
誕
生
日
会
を
訪
問
し
ま

し
た
。
健
康
体
操
を
し
た
り
、

四
季
の
歌
を
歌
っ
た
り
し
て
お

祝
い
し
、
園
の
皆
さ
ん
と
和
や

か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

福
祉
マ
マ
は
、
12
月
に
開
催

す
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の

収
益
を
元
に
、
市
内
に
住
む
寝

た
き
り
高
齢
者
の
調
査
、
友
愛

訪
問
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

女
性
の
細
や
か
な
心
遣
い
を
活

か
し
て
、
地
域
福
祉
を
担
っ
て

い
ま
す
。 

健康体操で体をほぐす 

と
で
、
見
守
り
活
動
に
繋
げ
て

い
ま
す
。 

 

「
こ
ん
に
ち
は
、
民
生
委
員

で
す
。
」
の
声
を
、
地
域
の
人

た
ち
は
笑
顔
で
出
迎
え
ま
す
。

人
と
人
と
の
顔
の
見
え
る
関
係

が
、
地
域
で
の
安
心
し
た
生
活

を
支
え
て
い
ま
す
。 

見守りネット講演会 第２弾 

あなたの老後・あなたの生活 

「家族に頼れますか？ 

－住民と行政の協働による地域福祉」 

 社会の変化にともない、家族のあり方も

変わってきています。 

 地域ぐるみでの支え合いが求められてい

る今、「新しい福祉のかたち」を皆さんで考

えていきましょう。 

理事長 大橋 謙策 氏 

NPO法人 日本地域研究所 
講師 

是非、ご参加ください！ 

 

訪
問
す
る
と
き
は
、
身
分

証
明
を
見
せ
、
先
に
自
分
の

名
前
を
名
乗
る
こ
と
で
相
手

を
安
心
さ
せ
る
よ
う
気
を
付

け
て
い
ま
す
。 

 

訪
問
を
続
け
る
こ
と
で
良

か
っ
た
こ
と
は
、
高
齢
者
の

方
と
親
密
な
人
間
関
係
が
作

れ
た
こ
と
で
す
。
長
く
訪
問

し
て
い
る
方
と
は
、
「
民
生

委

員
さ

ん
、
民

生
委

員
さ

ん
」
と
信
頼
し
て
く
れ
る
関

係
に
な
り
ま
し
た
。 

民
生
委
員
さ
ん
に 

 
 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！ 


